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　はじめに
　『柴田収蔵日記』の中で柴田収蔵が石井安瀾堂
（夏海）宅や宿へ借用して「白気の図　草稿」を
書き写したことが頻繁に記載されている。（天保
１４年２月２３日・２４日・２５日・２６日・２８日・
２９日・３月１日・２日・３日・４日・５日・７日・
８日・１６日・２４日）
　機会があり、ゴールデン佐渡が所蔵する石井
家所蔵品調査時に、手書きで驚くほど精巧に星
座図に描かれた彗星の観測記録「白気発動星座
測量之図　草稿」（図１）を目にした。最初江
戸で書き写したか、江戸から入手してきたもの
と思われた。しかし、柴田収蔵日記の記述とこ
の彗星の記録日や内容で一致する面が多く、「白
気の図」（「白気の図　草稿」）が「白気発動星座
測量之図　草稿」を略したもので、作成者が石
井夏海であること、佐渡で記録された彗星の観
測図と考えられる。以下、柴田収蔵日記をもと
に、江戸時代に観測された大彗星「３月の大彗
星」の記録を、ゴールデン佐渡社長永松武彦氏
の了解のもと紹介したい。
１．白気発動星座測量之図に描かれた
　 彗星について
1.1　白気発動星座測量之図とは
　『白気発動星座測量之図』は、墨・朱書きの６
枚綴りで、こよりで綴じられている。星座名は、
現在の西洋星座でなく、中国星座である。（図１
最上部の記録）
　白気
4 4
とは、彗星のことである。『広辞苑』には、
「白色の気。白色の雲気。」、発動
4 4
は「うごき出す
こと。活動を起すこと。」とある。
　また、天和５年の『佐渡名勝志』に
　　「夏より冬に至りて東南の雲間に毎夜
　　白気あり牛角の如し数十丈也」
と彗星（Ｃ／１６１８　Ｖ１）を「白気」と表現して
いることから、当時彗星のことを「白気」と呼
ぶのが一般的であったようだ。また、彗星の形
を「牛角の如し」と表記することは、仙台藩な
どに残された天文関係の古文書等にも見られ、
当時の天文用語と言える。
　１枚目の上部右側には、
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図１　「白気発動星座測量之図　草稿」（１枚目）
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　　「白気発動星座測量之図草稿
　　天保葵卯年（天保１４年）二月六日初篌
　　同月二一日迄日数十六日間分度」
　　※旧漢字は、現在漢字で表記（以下同様）
と観測（作成）期間が記されている。
　柴田収蔵日記の同年２月２２日の日記に
　　「安瀾翁在宅にて此間現るる白気の事を
　　被談。拙へ、校合して図を可製被申、
　　『天経或間』及び他に『星象の図』
　　など預り四ツ過帰宿。「白気の図」
　　の下書を企る。八ツ頃寝る。」
と白気発動星座測量之図草稿が書き終わった
翌日に、これを下書させてもらおうと考えて
いる。
　この日記の安瀾翁は、石井夏海のことであ
り、司馬江漢（江戸時代の絵師・蘭学者）に
ついて測量術・天文学、西洋の遠近法の画法
や油絵などについて学んだ佐渡奉行所おかか
えの絵師である。
　柴田収蔵のこの日記から、この白気発動星
座測量之図草稿は、石井夏海が自ら彗星観測
をして描いたものと言える。
　柴田収蔵は、石井夏海の薦めもあって後に、
蘭方医、地理学者となり、卵形式世界地図を
完成させたり、安政３年天文方手伝、安政４
年絵図調出役にもなった人物である。
天保１４年の柴田収蔵の２月２９日の日記に
　　　「…安瀾翁被来。昨夜預（り）来る
　　「白気の図」に保井の星
4 4 4 4
も黒星いたさ
　　ざる由に申さる。…」
と星座の色についてもふれている。
　この色分けは、保井夏海（のちの渋川春海、
江戸時代初期の日本の代表的な天文暦学者）の
星座を色附けして区別した『星座図』１）をも
とにしたと考えられ、ゴールデン佐渡所蔵の
石井家所蔵品の中に見られる。
1.2　古文書に見られる佐渡の春の大彗星
　天保１４年（1843）の春に大彗星が現れた
ことは、全国的にも多くの記述がある。また、
西洋の記録にも多く残っている。
　『佐渡災異誌』２）には、この彗星について以
下の記録が見られる。
1.2.1　『金泉郷土誌』
　　天保十四卯年二月十九日
　　十九日より当分夜毎に海上の空に妖雲
　　が出た。
1.2.2　『柴田収蔵日記』
     　●天保十四年葵卯年年中日記
　　　二月十九日（旧暦）　付り
      　二、三日先より西南の間に白気顕るる由
　　　高崎（デ）聞（ク）。
    　　則今夜此を見る。参の下より起て長き
　　　事□丈計（ばかり）。人皆是を異とす。
    　●天保十四年二月二十六日
    　　…夜に入（り）石井氏行き、西窓にて
　　　白気を見、並（に）昴星の直形を写す。
　　　…
　なお、『佐渡災異誌』には、1843 年の大彗
星の他に、彗星が９件記載されている。佐渡
災異誌に記録された彗星のすべてを出典で確
認したら、寛保２年の『佐渡風土記』に、唯
一彗星の簡単な図が描かれており、興味深い。
1.3　彗星名
　天保１４年の旧暦の２月は、西暦１８４３
年、新暦の３月である。東京天文台の彗星リス
ト等には、この年に訪れた大彗星としては、「３
月の大彗星」の記録がある。英語版Wikipedia
や IAUC にある彗星のデータは次のとおりであ
る。
　C/1843　D1、１８４３ⅠGreat March comet
　公転周期：515 年（※５１３年）
　　※東京天文台のデータのみ５１３年と異なる
　離心率：0.9999140
　近日点距離：0.0055270 AU
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２．白気発動星座測量之図の詳細
　白気発動星座測量之図は、６枚の星座図から
なり、こよりで綴じられている。１枚ずつその
概略を紹介したい。
2.1　白気発動星座測量之図１枚目 
　１枚目の全体図は、巻頭の図１である。ここ
では、彗星部分図のみ紹介する。（図３）
　全体図のサイズ　525 × 250㎝
【特徴】
①　彗星の尾が長く描かれている。
　　天
てんえん
苑（エリダヌス座の一部）から外
がいちゅう
厨（う
　みへび座の一部）に向けて尾が伸びている。
　赤緯で約８０度に及ぶ長い尾である。夜空の
　約４割強、東から西の空ほとんどをを占める
　大彗星の記録である。
　　シミュレーションで、記録されている旧暦
　２月６日～２月２１日の「３月の大彗星」を
　シミュレーションさせると－０．５～３．５等
　星と変化し、だんだん暗くなってくる。光害
　が全くない、空気の澄んだ当時の佐渡の空で
　は現在に見られる－０．５～３．５等星と比較
　にならない程はっきり見えたことだろう。彗
　星の尾は後ろにいくほど広がるので見事な彗
　星であったと想像できる。驚くばかりである。
　　調査時に石井家所蔵資料にあった、篠原善
　富誌、保井春海創著の『衆星図』と同様の赤
　道図であり、衆星図を彗星記録のために描き
　写したと考えられるが、基本的な星座のみが
　描かれており、全体の星の数は少ない。
　近日点　1843 年２月２７日（新暦）
　尾の長さ　３億３０００万㎞
　　　　　　太陽と火星の間の距離より長い
1.4　シュミレーションによる彗星の検証
　天文シミュレーションソフト３）で、緯度・
経度を佐渡奉行所に設定し（E138.14.34、
N38.01.58、標高 20m）、柴田収蔵日記の
1843 年旧暦の２月 19 日（新暦３月 19 日）
の佐渡の夜空をシミュレーションしてみると、
図２のように、日没より、西南西の空低く「３
月の彗星」（C/1843　D1）が現れる。
　シミュレーションでは、日没後南西の方向
に見え、時間とともに西に向かって地平線（海）
に沈んでいく。核部分の明るさは、３等星と
なっており、尾は長いので現在で予想もでき
ないほど明るく見られたと思われる。
　金泉郷土史に記載されている「…夜毎に海
上の空に…」とあるが、金泉集落から海は西
に面しており、記述の時刻と方位はシミュレー
ションと一致する。
　また、柴田収蔵日記にある「…西南…」の
方位とも一致しており、白気発動星座測量之
図に描かれた彗星の核（彗星の頭の部分）の
位置とシミュレーションの核の位置や尾の方
向から、「３月の大彗星（C/1843）」と断定できる。
図２ １８４３年３月１９日の相川の夜空のシミュレーション
図３　白気発動星座測量之図１枚目（彗星部分）　
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②『 衆星図』の下部の赤道宿度（赤緯差）と
　この図は、１か所違いが見られる。歳差補
　正による違いとも考えられるが、「衆星図」
　の再作図は元禄 12 年（1699 年）、「白気発
　動星座測量之図」の作図は天保 14年（1843
　年）と 144 年の差があるから、歳差補正が
　他の赤道宿度にもあってよいと考えられる
　ので、誤写の可能性も否定できない。
③　黄道２８に関係する星座の星は、朱色に
　塗られている。白気発動星座測量之図が中
　国系統の星図が基本なので、代表的な星座
　を一部紹介する。
　ア　昴
ぼう
（現在の「すばる」と同じ）
　　　昴に描かれている星の数は、６個であ
　　る。経線は、衆星図とおなじく第二星を
　　通っている。
　イ　参
さんしん
宿
　　　三つ星のミンタカ（σ星）が、天の赤
　　道と交差している。この点、衆星図に比べて、
　　精度の面からは、高いとはいえない。シ
　　ンプルな星座図であるが、オリオン大星
　　雲と思える「伐
ばつ
」が参宿の付属星座となっ
　　ており、４つの星が描かれている。
2.2　白気発動星座測量之図２枚目
　　サイズ　515 ×２５０㎝
　
【特徴】
①　緯線に相当する基本の星座を通る朱線が
　たくさん引かれている。
　　赤道上に赤点が付けられ、天の南極から
　赤道上の点に向けて線が直線で延びている。
②　この図中に波線が「土
ど こ う り
公史（ペガスス座
　の一部）」から「軍
ぐんし
市（おおいぬ座の一部）」
　にかけて伸びている。(図８）５枚目（図12）
　の彗星図と比較してみると彗星の尾の方向
　がほぼ一致する。
③　星座を書き直しのため貼った後など、修
図５　白気発動星座測量之図（左図）　衆星図（右図）
図６　白気発動星座測量之図（左図）　　衆星図（右図）
図８　白気発動星座測量之図２枚目波線部分
図４　衆星図
下記の内容が記載してある。
・篠原善富誌、保井春海創著
・経緯度作方図　文化元年
・原図　延宝５年
　再作図　元禄１２年
墨・赤・青の３色で、表・裏
表紙付、サイズ　
外形　49.1 × 142.0㎝　
星図　約 1420 × 500㎝
図７　白気発動星座測量之図２枚目
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　正した跡がみられる。
④　１枚目のように黄道２８に関係する星が朱
　色にぬられていない。
⑤　文字は、丁寧に書かれていない。また、５
　枚目（図 11）・６枚目（図 14) に比べて未完
　成部分が多い。
　①～⑤のことから、５枚目（図 11）・６枚目（図
　14) の星座の下図の可能性が高い。
2.3　白気発動星座測量之図３枚目
　サイズ　約 580 × 240㎝　
【特徴】
①　赤道図だが、赤道が赤くぬられていない。
②　１枚目の赤道図（図 1) と全く同じ星座図
　に彗星が描かれている図であるが、彗星の尾
　の外側の線が、天苑を頭に朱書きで２本で描
　かれている。
③　１枚目（図 1) のように、黄道２８に関係
　する星座の星は、朱色に塗られていない。
　　以上のことから、これは１枚目（図１）の
　下書と思われる。
2.4　白気発動星座測量之図４枚目
　２枚目の図７と異なり、天の北極から天の赤
道に向かって経線が引かれている。
　サイズ　350 × 250㎝
【特徴】
①　この図には、彗星が描かれていないが、右
　隅に彗星に関する次の記述がある。
 　　天保葵卯二月九日啓蟄昏天※
　　　　（※「まっ暗な空」の意味）   
　　参宿南中　西　東                                                                
　　白気顕蓋其首ハ太陽没際ニ有テ 
 　　其尾者柳宿之何度自ラ絶スルニ似タリ
　　其気亘テ　犯ス所之衆星ヲ図                            
　　私なりに解釈すると
　　西暦１８４３年２月９日（旧暦）の啓蟄頃
　のまっ暗な空に、オリオン座が南中した空に
　西から東の空にかけ、彗星の核は太陽が沈ん
　だそばにあって、うみへび座まで光の尾が伸
　びている。まるで自ら糸が切れるのに似てい
　る。その彗星は、多くの星を見えなくしてい
　る。
②　天の北極から彗星の現れている付近の星座
　が描かれている
③　黄道二十八の一部 10 宿名が朱書きされて
　いる。
　　壁
へき
・奎
けい
・胃
い
・昴
ぼう
・畢
ひつ
・觜
し
・参
しん
・井
せい
・鬼
き
・　
　柳
りゅう
・星
せい
・張
ちょう
図９　白気発動星座測量之図３枚目
図 11　白気発動星座測量之図４枚目
図 10　上図の彗星部分
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2.5　白気発動星座測量之図５枚目
　　サイズ　５４０×２４０㎝　
【特徴】
①　天の南極から天の赤道を通り半円上に緯線
　が引かれている。半円上には、黄道２８星の
　文字が裏表逆に書かれている。天球図を元に
　原画として書き写したためか？
②　線・星座等朱色の部分はどこにも見られな
　い。
③　彗星の尾は、黒の直線２本で描かれている。
　半円の外側「十七度二十」の文字から「天苑」
　まで直線が引かれ、天苑から２本に分かれる。
　尾の方向を正確に記述するためであろうか。
　これらのことから、次の白気発動星座測量之
図６枚目の下図と考えられる。
６　白気発動星座測量之図６枚目
　　サイズ　約５３０×３１０㎝
【特徴】
①　５枚目と比べ、「水平線」とその文字が入り、
　傾いた半円である。
②　代表的な黄道２８星と彗星の尾が朱色に塗
　られている。
 ③　彗星の核から、延長上の「雲雨」の近くに
　朱丸があり、そこから核まで朱線が引かれて
　いる。その場所に下記の記述がある。
 　　 啓蟄第十三日 　     
 　　日テン (足偏に廛 ) 室ノ八度       
 　　則　日没比所ニ當ル
　　私なりに解釈すれば「啓蟄から１３日目（新
　暦の３月 20 日頃） 、太陽が室宿の軌道にあ
　る所より８度、 すなわち日没近くに位置する。」
　となる。
　　シミュレーションで彗星と太陽の赤緯差を
　求めると８°２３分の差であり、その正確さ
　に驚く。この時の彗星は、３．４等星の明る
　さである。波線の出発点は、日没直後の赤道
　上の太陽の位置であり、尾が太陽と反対側に
　あることを理解した上での作図と思われる。
④　直線の先で尾が広がる場所を彗星の核と仮
　定しても、１枚目（図１）、２枚目（図７）・
　３枚目（図９）・５枚目（図 12）と異なり、「天
図 14　白気発動星座測量之図６枚目
図 15　白気発動星座測量之図６枚目彗星部分
図 13　図５枚目彗星部分
図 12　白気発動星座測量之図４枚目
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　苑」より下の「主悦」となっている。
　他の彗星の記録日と異なった観測の記録とも
考えられる。
３．観測日と観察者「石井夏海」について
3.1　描かれた彗星の観測日の推定
　シミュレーションにより、記録の完成図と思
われる１枚目の彗星の位置から観測日を推定し
たい。この白気発動星座測量之図草稿には旧暦
の２月６日より、２月２１日にかけて観測記録
の記述がある。（新暦３月６日～３月 21日）
 　旧暦の２月６日は、啓蟄直後で、シミュレー
トさせると「３月の大彗星」の明るさは、－０．
５等星ととても明るい。
　１枚目に描かれた彗星の核（図 16）は、天
苑の下より左回りで６番目の星 ( エリダヌス座
の一部 ) の位置にある。　中国星座（保井春海
創著の『衆星図』）と現在の西洋星座の星の完
全な相関星名の文献が現時点で入手できず、１
枚目の星座図の記述から彗星の天文位置を推定
してみる。赤道宿度では、「胃」と「昴」の間
にあり、胃寄り 2/5 の位置にある。昴（おうし
じ座 17）と胃（おひつじ座 35）の位置から試
算するとおよそ赤経 03時０５分付近にあたる。
　シミュレーションでこの位置に彗星の核が到
達する月日を調べると新暦で３月 19日～ 20
日頃、旧暦で２月 19 日～ 20 日頃となる。こ
の日は、観測日の２～前日にあたる。（６枚目
とほぼ同じ観測日）完成日の数日前の彗星位置
を書き入れたとも思えるが、天苑上の星の赤経・
赤緯が正確に求められず断定はできないが、ほ
ぼ一致する。この時のシミュレーションデータ
では、［出09:20　南中14:54没 20:28光度： 3.1
等］を示す。
　なお、シミュレーションで日にちをさかの
ぼってみると、太陽に一番近い３月１日頃の彗
星の明るさは、－５等星、図１や西洋の当時の
記録図から彗星の尾はサーチライトのように尾
が広がるので、日没直後の西の空は４枚目の表
記にあるように他の星が見えないほど、尾が明
るく輝いていたことになる。なんと見事な天文
ショーであったことであろう。
3.2　石井夏海の天文学系統
　石井夏海（号は安瀾堂、1783 ～ 1848）は、
単なる奉行所お抱え絵師ではない、天文学書の
著者・翻訳者として著名な本木良永→司馬江漢
の系統を継いで、天文学を学んでいる。（次頁図）
　司馬江漢は絵画だけでなく、天文学者として
著名な人物である。この彗星記録の精密さから
石井夏海を天文学者として高く評価したい。
　
核
図16　１枚目彗星の核部分
図 17　旧暦２月２１日のシミュレーションによる夜空（シ
ミュレーションに夏海の白気図の尾を追加した）
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江戸時代の佐渡で観測された彗星の記録
　おわりに
　佐渡金銀山のホームページ作成のための資料
を整理したり、調べる内に、佐渡には、金銀山
の開発当時より昭和中頃まで日本の最先端の科
学技術が導入されると同時に日本有数の技師集
団がいたことを認識させられた。南沢疏水道な
どで見られるようにすばらしい測量術が佐渡に
あった。その、一つとして、奉行所おかかえ絵
師であり天文学者でもあった石井夏海が、佐渡
で観測記録したと言える大彗星の記録が佐渡に
残っていたことが柴田収蔵日記とコンピュータ
による天文シミュレーションで確認できたこと
はとてもうれしいことである。他の興味深い彗
星や佐渡に残された星図については、佐渡伝統
文化研究所のホームページで公開したい。
　注　釈
１）　『星座図』
　　保井春海の星座図を書き写したものが石井家保管
　文書の中４種類あった。中国星座に保井春海が記し
　た青色の星６１星座、３０８星が追加されたものが
　２種類ある。
2）　『佐渡災異誌』 
　　昭和３７年７月２５日、相川測候所５０周年を機　 
　に、過去の歴史上の記録から災害、気象現象などを　
　まとめたもの。全データは、佐渡伝統文化研究所の
　ホームページから検索可能。
3）　天文シミュレーションソフト
　　　Astro　Arts 社　ステラナビゲータ８
　文　献
１　永田　久　『暦と占いの科学』
　　新潮選書　１９８２年
２　藪内清　『天文学の歴史』　昭和４３年　恒星社
３　中村　士，荻原哲夫　『高橋景保が描いた星図と
　その系統』　国立天文台報　第８巻 , 85 － 110
　（2005）
４　海上保安庁　『天文歴』
５　東京天文台　『理科年表』　２００６年　岩波書店
６　天文年鑑編集委員会、『天文年鑑』　２００７年　
　　誠文堂新光社　
７　インターネット、各地天文博物館等資料目録
８　広瀬秀雄、日本史小百科『暦』H5.9.1 新装初版、
　　東京堂出版
９　田中圭一、『柴田収蔵日記』、１９７１年、
　　小木町史刊行会
10　内田正男、『暦と時の事典』、H5.4.20 二刷、
　　雄山閣
11　相川測候所　『佐渡災異誌』　1962
12　相川町、「佐渡相川の歴史」別冊『佐渡相川郷土史事典』
　　2002
西洋の天文学（コペルニクスの地動説等）　
本木良永（阿蘭陀大通詞）
「天地二球用法」で地動説を紹介 
ニュートンの門弟ジョン・ケイルの天文書の蘭訳
を始め西洋の天文書を翻訳する
司馬江漢（鈴木春重は同一人物。本名は安藤峻）
「刻白爾天文図解」「和蘭天説」などを刊行地動説
を広める
石井夏海（親）
石井文海（子）
柴田収蔵
幕府天文方　高橋到時
「星学手簡」「ラテンデ暦書管見」などの著者
長男　高橋景保
幕府天文方、シーボルト事件で獄死
伊能忠敬
　　天体観測を取り入れた測量
伊能忠敬の測量をもとにして佐
渡国絵図を完成させる。
地理・天文
測量術・天文学、西洋
の遠近法の画法や油絵
大槻玄沢 平賀源内
石井夏海の天文学の系統図
